日本骨髄腫学会

IgM型多発性骨髄腫に関する多施設共同後方視的調査研究　　調査用紙
(1) 調査対象：IgM型多発性骨髄腫
           定義：①IgMモノクローナル蛋白を認める
　　　　　　　 　②骨髄中形質細胞比率≧10％
　　　　　　　 　③骨病変を認める

(2) 治療開始時の年齢：18歳以上

(3) 治療期間：2006年1月1日から2015年12月31日までに初回治療を施行した例

(4) 観察期間：治療開始から調査票記入の時点まで

貴施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御記載者：　　　　　　　　　　　　

連絡先（メールアドレス）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　       
患者背景：貴施設匿名化番号：　　　　　　　　　　　生年月：　　　　　　　　　　　　　
年齢：　　　歳　　　男・女　　Performance Status (WHO)：0  1  2  3  4  5　
診断日（西暦）：　　　　年　　　月　　　日　

骨髄腫病変：M蛋白型：　　　　　Durie & Salmon病期：　　　　　国際病期分類：　　　　
髄外腫瘤形成の有無、部位：　　　　　　　　　　　　　骨病変の数：0,  1,  2,  3,　3以上
FISH検査 　13q-：   　　  %・未実施　t(11;14)：　　 %・未実施

17p-：  　  %・未実施  t(4;14)：　　 %・未実施　
t(14;16)： 
 %・未実施
染色体検査：　　　　　　                                 　　     
骨髄腫細胞表面形質　CD38：   　　  %・未実施,  CD138：   　　  %・未実施, 
CD19：   　　  %・未実施,  CD20：   　　  %・未実施
CD4：   　　   %・未実施,  CD5：   　　  %・未実施
骨髄中の形質細胞比率：　　％
臨床検査
Hb:     g/dl　　WBC:       /(l 　 Plt        x104/(l 
血清アルブミン：　　g/dL　Ca:    mg/dL 　血清クレアチニン：　  mg/dL　
血清β2MG： 　　 mg/L　　LDH:     U/l　 CRP：　  mg/dL
　FLC assay: κ;      mg/L, λ;      mg/L, κ/λ ratio;      
治療経過：

	治療開始日
	レジメン

（サイクル数）
	治療終了日
	有害事象（Grade 3-4）
	最大効果判定*
	再発日

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


*最大効果判定はIMWG criteriaによる（sCR, CR, VGPR, PR, SD, PD, unknown）
 造血幹細胞採取と移植前大量化学療法は一連のレジメンとし，移植日も記載する

生存確認日　　　　　　　　　　死亡日　　　　　　　　  　死因　病状進行・治療関連・不明
特記事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
